
P i c k  U p  ◆ 特　集

６月は環境月間です６月は環境月間です
６月５日は環境の日です。これは、1972年６月５日に
ストックホルムで開催された「国連人間環境会議」を記念して定められました。
また、６月は「環境月間」として、全国で様々なイベントが行われます。

ごみの資源化 「可燃ごみの３割削減」を目標に、
ごみの資源化を推進しています！1 リユース食器の利用費用を補助します2

住宅用太陽光発電システム等の
　　　　　　　　　設置費用を補助します

3

◆ 生ごみの資源化に取り組んでいます

◆ 分別による可燃ごみの資源化にご協力ください

❶モデル集落による生ごみの資源化支援
　こしきが丘区では、町が貸与している大型生ごみ処理機で、各家庭から排出された生ごみを資源化（液
肥化処理）しています（※平成26年度実績…約７t）。
　また、今年度から、伯耆ニュータウン区でも、有志による生ごみのたい肥化が始まりました。

❸公共施設生ごみのたい肥化
　給食センターや保育所から排出された生ごみ（野菜くずや残ぱんなど）をたい肥化しています。平成26年６月
からスタートし、これまで約９tの生ごみをたい肥化しました。たい肥は、町内の保育所・小中学校で使用されます。

❷コンポスト容器購入費補助
　各家庭で生ごみの処理を行ってもらえるように、コンポスト容器の購入費を補助しています。
● 補助率：45／ 100　● 領収書（レシートも可）、写真を付けて申請してください

今年も布類の拠点回収などを実施します。分別による可燃ごみの減量化にご協力ください。
回収日・回収場所などについては、「ごみ収集カレンダー」でご確認ください。

　今年度から、祭りなどのイベントで大量に出るごみを少しでも減らし、参加者にリユース（再
使用）の意識を普及啓発するために、リユース食器の利用に必要な経費の一部補助を始めました。

リユース食器とは、繰り返し洗って再使用（リユース）する
食器の総称で、プラスチック製のものが多く出回っていま
す。食器の種類としては、大小さまざまなサイズのどんぶり、
お皿、カレー皿、お椀、カップ（飲料用）などがあります。

　自然エネルギーの活用を積極的に支援し、環境にやさしいまちづくりを推進するため、住宅
用太陽光発電システム等の設置費用を補助します。

❶布類拠点回収
◆ 回収品目 ◆ 回収品目
タオル類、衣類、
シーツ・布団などの寝具類、タタミ

※窓空き封筒のセロファンなど、紙以外の部分ははがしてください。

※対象事業…リユース食器の借上料、送料、回収料

❷混合粗大ごみ拠点回収

◆ 対 象 団 体 …… 伯耆町内の集落、NPO、学校などの団体

◆ 補助率など …… 対象事業費の４／５（補助金上限20,000円）

ソファー、電気カーペット、マッサージいすなど
燃える部分と燃えない部分が一緒になっている粗大ごみ

❸ミックスペーパーの収集
◆ 「古紙類」の日に、透明又は半透明の袋に入れて出してください。
◆ ミックスペーパーの例 … ティッシュの箱、 はがき、 封筒、 ダイレクトメール、パンフレット、

カレールーなどの食品の紙箱　など

対 象 機 器 補 助 金 額 な ど 備 　 考

住宅用太陽光発電システム

太陽熱温水器

薪ストーブ等

1キロワットあたり9万円
（上限36万円）

日本工業規格などの国際規格に
適合していること

補助率１／ 3（上限７万円）

補助率１／ 3（上限18万円）

【対　象　者】 町内に住所を有し、自ら居住する住宅に対象機器を設置される方

【留 意 事 項】 発注先・設置工事者とも、県内事業者であること

【受付開始日】 平成27年6月1日（月）13:00 ～　

※カーペット・じゅうた
ん類は回収できません。
（可燃ごみで切ってから
出してください)

無料 有料

伯耆町の
環境への取り組み
今回は、生ごみのたい肥化や再使用
できる食器の利用の推進など、
環境を守るための伯耆町の
取り組みをご紹介します。６月５日は環境の日

「リユース食器」
について

▲伯耆ニュータウンでの
　生ごみ収集の様子

Photo by 
リユース食器ネットワーク

※申込〆切は平成27年12月の予定です。
　また、予算がなくなり次第終了とします。
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